
補助員（時計・掲示） 説明資料

割り当て

第1試合場 不動剣道スポーツ少年団  3人 -

第2試合場 不動剣道スポーツ少年団  3人 -

第3試合場 大船渡市剣道スポーツ少年団  3人 -

第4試合場 飯豊剣友会  3人 -

第5試合場 盛岡剣道スポーツ少年団  1人 清陵館  2人

第6試合場 釜石剣正館  1人 愛宕剣道スポーツ少年団  2人

第7試合場 花北少年剣友会  1人 真城剣道スポーツ少年団  2人

第8試合場 山岸剣道スポーツ少年団  1人 金ケ崎剣道スポーツ少年団  2人

やること

時計、電子ホイッスル、黄色旗（２人）

試合時間の計測、時間になったら電子ホイッスルで主審

にしらせる、このとき同時に黄色旗をあげる

試合時間は：予選リーグは１分３０秒、決勝トーナメン

トは２分、決勝トーナメントの代表戦も２分

オーダー表掲示（１人）

試合が始まる前に次の試合のオーダー表を貼る

試合が終わったら黒板を回して、前の試合のオーダー表

をはがし次の試合のオーダー表を貼る

はじめての方へ

タイミング 時計 黄色旗

開始直前 試合が始まるときに０クリアされていること
黄色旗をあげて、スタンバイOKであることを審判に示

す

試合開始 審判の「はじめ」の合図で時計スタート 黄色旗下げる

審判の「やめ」の合図で時計ストップ 黄色旗上げる

その他

「○○あり」で時計ストップ

「二本目」や「勝負」で時計スタート

「わかれ」のときは時計はストップしない

時計がストップしたときに黄色旗をあげる

「わかれ」のときは黄色旗はあげない（時計はストップ

していない）

時間になったら、電子ホイッスルを鳴らす

➡主審に向けて鳴らすこと

電子ホイッスルと同時に黄色旗を揚げる

➡主審が見えるように上げること

時間になったもしくは「勝負あり」で勝負がついたとき

試合は終わり

試合が終わったら時計を０クリアする

試合終了時、団体戦等次の試合がすぐに始まるときは、

そのまま黄色旗をあげておく

時間があく場合は一旦おろしても良い

その他

別の人と交代しながらでも結構です。

わからないことは、各試合場に会場係を配置しているのでお尋ねください。

掲示には、もう１人掲示係がおり、試合結果（メ・コ・ド）の掲示を行います。

水筒等やペットボトル飲料は会場に持ち込んで結構です。水分補給しながらでも大丈夫です。

ハンディ扇風機も持ち込みOKです。

配布したビブスを着用してください。

役割

試合中

試合終了


